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確定新歓
4月25日(土)に確定新歓を、5月9日(土)に始動ミーティン
グを行い、2026年度の1回生チームが始動しました。
今年の入部者は、PLが17名、TSが6名となりました。
PL、TSともに目標(PL25名、TS8名)には届きませんでし
た。
前半は集客イベントを企画し、ミーティングも重ねなが
ら、未来の徳島大学男子ラクロス部にとっての新歓の重
要性を再度考え、より多くの新入生に魅力を伝えられる
よう取り組んできました。
後半は新たなイベントを開催し、多くの新入生が入部し
てくれました！
入部を決意してくれた1回生の皆さん、本当にありがとう
ございます。これから同じ徳島大学男子ラクロス部の一
員として、ともに全学の舞台を目指しましょう！



コメント（新歓リーダー＆1回生）

今年の新歓は「全員新歓」をモッ
トーに、各々が主体的に取り組むこ
とを目標に挑みました。4月下旬には、
一人ひとりが「新入生と一緒にラク
ロスがしたい」という想いを持って
行動できていたと感じています。そ
の結果、PL17人、TS6人が入部して
くれました。一方で、序盤の動きや
危機感の共有など、課題も多く見え
た新歓でもありました。これらを
しっかりと振り返り、来年は今年以
上に全員が同じ方向を向き、より質
の高い新歓ができるよう成長してい
きます。

徳島大学に入って新しいことに挑
戦したいと思い、ラクロス部に入
りました。普段は電気や回路のこ
とを学んでいますが、グラウンド
では自分自身の力を最大化できる
よう、まずは体作りと基礎練習に
全力で取り組みたいと思います！
ラクロスは全くの新競技ですが、
先輩達に負けないよう、最短ルー
トで技術を吸収してチームの戦力
になります。中四国制覇、そして
全国の舞台を目指して精一杯頑張
ります。よろしくお願いします！

岡咲良（TS/3回生）

上山蒼空（PL/1回生）



はさ

コメント（新歓リーダー＆1回生）

長谷川育穂（TS/1回生）

私は高校でマネージャーをしていて、
とても良い思い出と経験ができたので
大学ではマネージャーはやめようと考
えていました。しかし、愛媛大学との
新歓試合でラクロスのかっこよさや面
白さ、先輩方のかっこいい姿を見て自
分もこのチームの一員として4年間何か
に打ち込みたいと思い入部を決めまし
た。また、男子ラクロス部のTSの仕事
は種類が多くさまざまな面から選手を
サポートできるところにも魅力を感じ
ました。楽しいことばかりではないと
思いますが、入ったからには後悔のな
いよう自分の目的と目標を持って最後
まで続けたいです。まだ分からないこ
とも多いですが、早く仕事を覚えてこ
れまでの先輩方が築いてきた雰囲気や
伝統をこれからも引き継いでいけるよ
う頑張ります！

ラクロスは大学に入るまであ
まり知らなかったのですが、
新歓や体験会に参加して先輩
方の雰囲気や練習する姿に惹
かれて入部を決めました。ま
だ分からないことばかりです
が、早くチームの一員として
活躍できるように努力し、同
期の中でも一歩抜け出せるよ
うに努力を積み重ね、先輩方
に追いつけるよう頑張りま
す！ 李忠賢（PL/1回生）



赤橙戦結果報告

5月5日(火)に岡山大学サッカーグラウンドにて赤橙戦
が開催されました。
今試合では、A戦・B戦ともに悔しい結果となりました
が、それぞれの試合を通してチームとしての課題や改
善点が明確になりました。この経験を前向きに捉え、
日々の練習の中で一つずつ克服していきたいと考えて
おります。
約2ヶ月後リーグ戦が開幕します。全学一勝という目標
に向けて、まずはチーム一丸となり中四国制覇のため
に反省を生かして練習し、より一層努力を重ねてまい
りますので、引き続きご支援・ご声援のほど、よろし
くお願い申し上げます。



徳島徳

赤橙戦結果報告

A戦
徳島 岡山

B戦
徳島 岡山

2
1Q 1-1
2Q 0-1
3Q 0-3
4Q 1-0

5
●得点者 1Q 1-1（#98 藤田啓世）

2Q 0-1
3Q 0-3
4Q 1-0（#96 中山伊織）

1Q 0-1
2Q 1-0
サドン
1Q 0-0
2Q 0-1

1 2
●得点者 1Q 0-1

2Q 1-0(#1 山中健太郎)
サドン1Q 0-0
サドン2Q 0-1



コーチコメント

脇川太一（HC/17期）

長田亮佑（DFC/29期）

赤橙戦の結果はご覧の通り、敗北とい
う形になりました。点差以上に試合を
コントロールされている感覚があり、
終始厳しい戦いとなりました。様々な
課題が残る試合となりましたが、特に
クリアが課題だと感じています。
今年のOFは私が見てきた限りでは歴
代最強です。学生の時の私よりも上手
いと断言できる選手も現れました。そ
んなチームのポテンシャルを活かしき
るには、クリアをはじめとしたハーフ
コートラクロス以外の部分を徹底しな
ければならないと痛感いたしました。
開幕に向けて、チーム一丸となり課題
に取り組んでいきます。

中四国の舞台でいずれ倒さなけれ
ばならない相手に差を見せつけら
れたことが悔しく、不甲斐ないで
す。A戦B戦ともに負けてしまっ
たという結果を重く受け止め、
リーグ戦の開幕に向けて部員全員
がここから意識を変えていく必要
があると感じました。全学一勝と
いう目標に向けて、ここからもう
1段階ギアを上げて練習に取り組
めるような環境を作っていきます。
これからも応援よろしくお願いし
ます。



コメント

現地まで足を運んでくださった皆様、
そしてライブ配信を通してご観戦い
ただいた皆様、誠にありがとうござ
いました。今年度の赤橙戦は、奮闘
及ばず敗北という結果に終わりまし
た。副キャプテン・ゴーリーとして
フィールドに立ちながら失点してし
まい、悔しさと無念さでいっぱいで
す。リーグ戦まで残り二か月。まだ
まだ課題はありますが、チーム一丸
となって成長していきます。今後と
もご支援、ご声援のほどよろしくお
願いいたします。厨琉斗（#69/G/4回生/副将）

松本弘尚（#15/MF/2回生）

初めての赤橙戦でA戦・B戦に出場し、
両方とも負けてしまったものの、B戦
でVPに選んでいただけたことは素直
に嬉しいです。ただ、自分の中では
VPにはそぐわないパフォーマンス
だったという悔しさと不甲斐なさの
方が大きく残っています。選ばれた
ことに恥じないよう、今回の経験を
糧にして、次は自他ともに文句なし
のプレーでチームを勝たせられる選
手になれるよう、日々の練習に取り
組んでいきます。



コメント

先日の赤橙戦は応援してくださり
ありがとうございました。結果と
しましては、岡山大学に完敗して
しまいました。OFとしてもパスミ
ス、キャッチミスが起き、試合中
の修正がなかなかできなくて不甲
斐ない結果となってしまいました。
あと2ヶ月でリーグ戦が始まります。
自分に、相手に求め合っていく組
織にして全学一勝を成し遂げられ
るように頑張ります。応援よろし
くお願いいたします。

山中健太郎（#1/MF/4回生/OFリーダー）

藤田啓世（#98/AT/2回生）

今回の赤橙戦では2敗という不
甲斐ない結果に終わってしま
いました。改めて岡山大学と
の力の差を知り、感じること
が出来ました。この結果をた
だの負けで終わらせず反省を
活かして開幕戦では絶対に勝
ちます！応援してくださった
OB、保護者の方ありがとうご
ざいました。
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山下晶央
Yamasita Akio

【学生時代の思い出】

【近況報告】

(23期)

Next…
新屋立葵 (25期)

お久しぶりです。のだけんの代(23期)の山下です。ラクロス生活の中で印象
に残っているのは冬の朝練です。地面も凍るような暗闇の中、ステップ練と
チェック練をひたすらに繰り返し、心が折れかけた事も何度も何度もありまし
た。なぜ暗く寒い中こんな事をしているのか、そう思った事が何度もありまし
た。しかし、あの地獄の冬があったからこそ成長できたと思います。それに中
四国制覇という目標を決めて部活を始めたのは自分なので、そこを目標にする
ならばやるしかないとも思いました。あの冬をやり切ったからこそあの結果が
あると思ってます。現役の皆様も頑張ってください。

卒業後の2年間は脇川HCの下で女子ラクロスのコーチをしていましたが、
それも終わりラクロスおじさんのラクロス抜きになりました。
最近はアニソン歌手のライブに行ったり、聖地巡礼で京都や千葉に行ったり
とオタ活をしています。それとは別に植物園に行き季節の花を愛でたりもし
ています。先日も京都へ聖地巡礼も兼ねて桜を見に行きました。東寺や清水
寺、平安神宮の夜間開放にも行き、夜桜も楽しむ事ができました。もちろん
1人で行っています。同期の久次米と後輩のたくみとけんやとも飲みに行け
たりと大変満足行く旅行となりました。最終楽章も始まった事ですのでまた
巡礼ができればと思います。
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